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伊
勢
別
街
道
の
概
要

関
宿
東
追
分
で
東
海
道
と
分
岐
し
、
現
在
の
津
市
芸
濃
町

を
通
っ
て
南
下
、
津
の
江
戸
橋
で
伊
勢
街
道
と
合
流
す
る
こ

の
街
道
は
、
江
戸
時
代
に
は
「
い
せ
み
ち
」「
参
宮
道
」「
山

田
道
」
な
ど
と
記
さ
れ
、「
伊
勢
別
街
道
」
の
名
が
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
10
年
以
降
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

伊
勢
別
街
道
の
名
は
、
四
日
市
日
永
追
分
か
ら
伊
勢
に
い

た
る
伊
勢
街
道
の
支
道
の
意
味
で
、
街
道
の
総
距
離
は
お
よ

そ
四
里
二
六
町
。
途
中
、
楠
原
、
椋
本
、
窪
田
に
宿
場
が
設

け
ら
れ
、
江
戸
時
代
に
は
京
都
方
面
か
ら
の
参
宮
客
で
賑

わ
っ
た
。

椋
本
宿
に
は
、
約
20
軒
の
旅
籠
が
あ
り
、
現
在
で
も
各
地

の
参
宮
講
の
講
社
札
を
掲
げ
た
旅
宿
も
存
在
す
る
。
ま
た
、

宿
場
の
常
と
し
て
た
び
た
び
大
火
に
見
舞
わ
れ
た
た
め
、
街

道
を
故
意
に
屈
曲
さ
せ
て
防
火
の
便
を
は
か
っ
て
い
る
。

窪
田
宿
に
お
い
て
は
、
30
軒
を
越
え
る
家
が
近
年
ま
で
屋

号
を
持
ち
、
昔
は
宿
屋
で
あ
っ
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

３
つ
の
宿
場
以
外
の
沿
道
で
は
、
茶
屋
な
ど
の
施
設
が
発

達
し
、
大
古
曽
村
の
森
な
ど
で
は
「
茶
屋
町
」
の
名
が
付
け

ら
れ
、
何
軒
か
の
茶
屋
が
軒
を
連
ね
て
い
た
と
さ
れ
る
。

ま
た
、
日
本
の
政
治
の
中
心
が
大
和
に
あ
っ
た
頃
に
は
、

大
和
か
ら
伊
賀
を
通
っ
て
伊
勢
に
い
た
る
主
要
ル
ー
ト
で
も

あ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
の
街
道
は
、
関
で
東
海
道
と
分
岐
し

た
あ
と
鈴
鹿
川
を
渡
り
、
亀
山
市
関
町
古
厩
か
ら
津
市
芸
濃

町
椋
本
の
あ
た
り
か
ら
安
濃
川
に
沿
っ
て
南
下
す
る
コ
ー

ス
で
、
現
在
の
よ
う
に
志
登
茂
川
に
沿
っ
て
豊
久
野
を
通
る

コ
ー
ス
は
、
室
町
時
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
応
永
25
年
（
１
４
１
８
）、
将
軍
足
利
義
持

に
随
従
し
た
花
山
院
長
親
の
『
耕
雲
紀
行
』
の
中
に
、「
と
よ

く
野
二
里
は
か
り
行
は
て
て
、
く
ほ
た
と
い
ふ
里
も
す
き
て
、

う
ら
ち
か
く
な
る
程
…
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら

か
で
あ
る
。
そ
の
後
、
室
町
将
軍
伊
勢
参
宮
の
標
準
的
コ
ー

ス
と
な
っ
た
。

将
軍
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
参
宮
道
者
も
通
っ
た
と
さ
れ

る
こ
の
街
道
に
は
、
参
宮
講
社
の
寄
進
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た

県
内
最
大
の
常
夜
燈
が
現
存
し
、
往
時
を
偲
ば
せ
る
街
道
遺

産
と
な
っ
て
い
る
。

伊
勢
別
街
道
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「いせみち」「参宮道」　　「山田道」などと記された街道

伊 勢 別  街 道
歩く速さで見えてくるものがある。
歩くからこそ出会うものがある。
いにしえの旅人の速さで、視点で
歴史の道をたどってみよう。
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5 4

この部分は
6ページを
ご覧ください

約
900
ｍ

関駅

勧進橋
鈴鹿川

JR 関西本線

東海道

亀山市と
津市との
市境

県道と合
流し高架を
くぐる

９ページ
石山観音へ
続く道

名阪国道

関ジャンクション

道の駅関宿

10 連子格子の家 9 鈴鹿駅跡（御厩）
推定。駅（うまや）とは、旅人
の便宜のために乗馬や人夫
を備えたり、また、旅人の宿
舎を設けた場所のことであ
る。亀山市指定史跡。

8 御厩の松跡
昭和58年3月まで御厩の松
とよばれる老松がそびえて
いたが、病虫害のため伐採
された。直径2.35m、樹齢約
350年の根株が保存されて
いる。

7 大井神社跡の石
碑
清水をご神体として
祀った。

6 勧進橋
一 の 鳥 居 か ら 南 へ500m。
過去に度々の洪水で流失。
勧進により浄財を求めて架
けたところからこの名がつ
く。

3 常夜燈
「常夜燈大坂津国屋重右衛
門　江戸嶋屋佐右衛門　元
文5庚申年（1692）正月手坂
組中」と刻まれている。

2 伊勢神宮一の鳥居
旅人がここからはるか伊勢
神宮を拝むためのもの。伊
勢神宮式年遷宮の際に宇治
橋南詰めの鳥居を移し替え
る。

5 油久 岩田油店 4 古しえの宿「長谷屋」

1 東の追分
東海道と伊勢別街道の分岐
点。県指定史跡。伊勢神宮一
の鳥居や道標・常夜燈・手水
鉢・一里塚跡の碑などがあ
る。

10

987

6

321

4

5（1）東の追分・A
  （亀山市関町木崎～津市芸能町楠原）
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この部分は
4・5ページを
ご覧ください

約 800 ｍ

約
900
ｍ

JR 関西本線

東海道

この辺り
の坂を庚申
坂という

鈴鹿川

名阪国道

関駅

関ジャンクション

道の駅関宿

6 覚順和尚の寿塔
童 子 谷 の 城 跡 の 一
角。筆子塚と見なさ
れ る。高 さ185㎝ の
大きな五輪塔。

5 覚順和尚の墓石
童子谷の城跡の一
角。

3 馬頭観音
庚申塚にある。楠原
浄蓮寺僧覚順が開眼
供養したものとされ
る。

4 童子谷の城跡
庚申塚の対岸。覚順和尚の
寿塔と墓石がある。

1 庚申塚
庚申坂左。木造瓦葺きの小
堂内に三面六忿怒形の青面
金剛石像。台座に三猿。2 地蔵　庚申塚にある。

6

321

54

(1)東の追分・B
 （亀山市関町木崎～津市芸能町楠原）
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約
1000 ｍ

約
800 ｍ

中ノ川

新玉橋

この付近
を問屋垣内
とよぶ

押しボタン
式の信号のあ
る横断歩道
を渡る

石山観音
へ続く道。
道標があ
る。

17 石燈籠
県道津関線との交差
点。道標を兼ねた常
夜燈。「御神燈　右さ
ん ぐ う 道　 左 り 京
道　 安 永 五 丙 申 年

（1776）」と刻まれて
いる。

16 旧明村役場庁舎
国登録有形文化財

15 分岐点
蛭谷街道（亀山市楠平尾、安
知本を経て白子への道）と
の分かれ道。

14 碑
高さ60cmの自然石。

「弘 化4年（1847）12
月氏子中」と刻まれ
ている。

13 小堂
街道左側の小高い木立ちの
中。青面金剛像を祀ってい
る。台座に三猿が刻まれて
いる。

12 家なみ

11 法華石経塔
浄蓮寺境内。

10 石標
旧明村各地の無格
社をここに合祀し
て村社明神社と改
称された時の碑。

9 常夜燈
明神社参道右側に立つ。「柴
垣社広前」と刻まれている。
文化10年（1813）のもの。

8 おさよの池
昔、大雨のたびに池の堤が
破れるので人柱を立てるこ
とになり、参宮の途中で親
とはぐれて迷子になってい
た才（又はさよ）という少女
を生き埋めにしたところ雨
も降らないのに大水が出た
り、病人が出たりと災いが
おこったため、手厚く供養
したという伝説が残る。明
神社の中にある。

7 明神社
問屋垣内の北方の丘陵地に
あり、古くは楠天神といっ
た。

6 地蔵と梵字

5 聖観音菩薩立像

4 阿弥陀如来立像

2 石山観音の石仏
群
磨崖石仏。県指定文
化財。

1 石山観音道の道
標
坂の少し下。鈴鹿カ
ンツリークラブ入口
のところにある。

3 山口草堂句碑 17

16
15

1413

12

11

10

9

87

6542

1

3

(2)楠原宿
 （津市芸濃町楠原～林）
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約
700 ｍ

約 900 ｍ

伊
勢
自
動
車
道この辺り

に問屋が
あった

県道と
合流

大椋への道を
示す、昭和 8年
の道標がある。

「霊樹大椋　従是
南二丁」と刻ま
れている。

かつては広
大な原野が広が
り、都にもその
名が知られた
といわれる

16 仁王経　下の塔
「仁王経」と刻まれている。

15 手水鉢
延 命 地 蔵 堂 前。文 政4年 

（1821）と刻まれている。14 延命地蔵堂
正徳5年（1715）の建立とさ
れる。石地蔵を祀っている。

13 家なみ12 参宮講札
角屋所有。

10 自 然 石 の 道
標
江戸後期のものと
思われる。標柱隣。
｢左さんくう道｣と
刻まれている。

9 標柱
明治43年の道路
里程標を復元し
た木製の柱。

7 大椋
椋本の地名は、この
大椋によるものであ
る。
国指定天然記念物

6 東日寺
4 椋本神社

3 仁王経　上の塔
文 化2年（1805）に 建
立された自然石。彰功
碑の横に建つ。疾病流
行の治除が建碑の主
目的であった。

2 駒越翁彰功碑
昭和9年に建立された碑。堤
の下にある。

1 横山池
慶応2年（1866）に駒越五良
八が私財を投じて造った。

11 伊勢別街道講札博物
館

5 津市芸濃郷土資料館

8 山口草堂句碑

16
1514

13

109

7

6

4

32

1

5

8

1211

(3)椋本
 （津市芸濃町中縄～椋本）



13 12

約 1000 ｍ

かつては地
蔵・山の神・庚
申塚など点在して
いたが、明治の合
祀の際に移設し
たものが多い

志
登
茂
川

中町橋

芸濃インターチェンジ

茶屋・丸屋
花屋・団子屋
ちょうちん屋な
どの屋号の家々

がある

伊勢自動車道

1 地蔵

2 AKATSUKA FFCミ ュ ー
ジアム

3 川端茅舎句碑

1

2

3

(4)高野尾１
 　　（津市高野尾町）



15 14
約
700 ｍ

J
R
紀
勢
本
線

中
の
川

志登茂川

新道と旧
道が合流
する

伊
勢
自
動
車
道

4 銭掛松石柱
昔、病気になった
参宮道者が、旅半
ばで引き返す際、
この地の松に銭を
結びつけ、松を拝
んで立ち去った。
別の人がその銭を
取ろうとすると、
銭が蛇に化けて襲
いかかったといわ
れ、この松に銭を
掛けると参宮と同
じくらいのご利益
があるという民話
が残る。現在、碑が
あ り、「ぜ に 可 け
松」と刻まれてい
る。

2 常夜燈
文政5年（1822）と刻まれ
ている。

1 小堂
初 代 の 松 の 枯 れ 木 を 祀 っ
た。

3 香興句碑

421 3

(5)高野尾２
 （津市高野尾町～大里睦合町）



17 16

約
1400 ｍ

約
1000

ｍ

J
R
紀
勢
本
線

一
身
田
駅

毛無川

桜橋

志登茂川
中
勢
バ
イ
パ
ス

窪田宿の
入り口

この辺り
に本陣が
あった

28 社
一心龍王権現と延命地蔵尊
を祀っている。

26 道標
｢天 保8年 酉 

（1837）右 江 戸
み ち　 左 御 堂
兼京道｣と刻ま
れている。

19 黒門
もとは毛無川の常夜燈のた
もとにあった。

18 一御田（いちみた）神
社
寺町通りの東端。

17 慈智院

15 石橋
津市指定文化財

12 専修寺山門
国指定重要文化財

11 専修寺
真宗高田派本山。本尊は円
仁作と伝える阿弥陀如来を
安置している。御影堂は国
指定重要文化財。

9 専修寺如来堂
国指定重要文化財

7 桜道
坂部村との分岐点左の道。
桜堤があったので名付けら
れた。

6 例禊洲（れいけいす）橋
斎王が禊をしたところ。毛
無川にかかる。5 常夜燈

文化14年（1817）、江
州八日市の金物商安
村弥三郎らが神官へ
奉献燈した。

4 仲福寺
境内に阿弥陀如来坐像（藤
原末期）を安置している。

3 六大院
本尊に千手観音坐像（室町
期）を安置している。

2 汐見坂
親鸞聖人がここから一身田
をご覧になったと口承され
る。

1 青木地蔵
豊里公民館前から移設され
た。

27 甘いものおまかせ博
物館

25 津市一身田寺内町の
館

24 時を伝える微笑み博
物館

23 ひと昔前の我楽多博
物館

22 昔 な が ら の ア ン
ティーク博物館

21 今 の エ ネ ル ギ ー が
うったえるギャラリー博
物館

20 時代を写したこだわ
り博物館

16 鉄道おもちゃ博物館

14 高田本山専修寺宝
物館

8 生命を育むやさしさの
博物館

13 山口誓子句碑

10 浜田珍碩句碑

28 26

19
18

17
15

12

11
97

6

5

4

3

2

1

8

14

25

13

10

16

21

23
22

24
27

20

(6)窪田宿
 （津市大里睦合町～一身田）



19 18

約
1000 ｍ

約 900 ｍ

J
R
紀
勢
本
線

伊
勢
鉄
道

毛
無
川

高
田
本
山
駅

東
一
身
田
駅

近
鉄
名
古
屋
線

志
登
茂
川

伊
勢
街
道

江
戸
橋
駅

五六川

踏切を
渡る

高架を
くぐる

8 蔵のある家

7 江戸橋
江戸に向かう藩主の見送り
もここまでということで江
戸橋と命名されたという。

6 道標
明 治22年
に再建さ
れ た。「左
高田本山
道東京占
とをりぬ
け」と 刻
まれてい
る。

5 常夜燈
安永6年 （1777） に
建立された。伊勢街
道と伊勢別街道と
の追分。伊勢別街道
の終着点。津市指定
文化財。

4 見初大明神
獅子頭を祀る。

2 地蔵堂
「慈悲のあみたれて
救えよ地蔵尊　生死
の 海 に 志 つ む 我 等
を」の額を掲げてい
る。

1 家なみ 3 伊勢木綿株式会社

8

7

65

4

2

1

3

(7)一身田
 （津市一身田大古曽～上浜町）


